
一
　
は
じ
め
に

日
本
語
の
人
称
代
名
詞
は
待
遇
表
現
と
深
い
関
係
を
有
し
、
時
代
に
よ
る
変

遷
が
大
き
く
、
語
形
や
待
遇
価
値
が
複
雑
に
分
化
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に

な
り
つ
つ
あ
る
。
特
に
一
人
称
・
二
人
称
代
名
詞
は
、
使
用
者
と
被
使
用
者
の

人
間
関
係
に
よ
っ
て
体
系
的
に
使
い
分
け
ら
れ
、
そ
の
待
遇
価
値
は
述
語
の
待

遇
価
値
と
緊
密
な
呼
応
を
示
す
と
い
う
特
徴
を
持
っ
て
い
る
。
室
町
時
代
の
主

要
な
口
語
資
料
と
さ
れ
る
狂
言
台
本
に
つ
い
て
の
待
遇
表
現
に
関
す
る
研
究
も

多
く
、
そ
こ
に
は
人
称
代
名
詞
が
取
り
上
げ
ら
れ
る
場
合
が
多
い
。
そ
の
際
に

は
特
に
二
人
称
代
名
詞
を
対
象
と
し
た
も
の
が
目
立
つ

（
注
１
）

。
二
人
称
代
名
詞
を
通

し
て
の
待
遇
表
現
の
研
究
が
多
い
の
は
、
主
語
（
動
作
主
）
を
担
う
代
名
詞
に

呼
応
す
る
述
語
（
動
作
）
が
比
較
的
明
確
で
客
観
的
に
体
系
化
し
や
す
い
こ
と

が
理
由
の
一
つ
と
し
て
上
げ
ら
れ
る
で
あ
ろ
う

（
注
２
）

。
こ
れ
に
対
し
て
一
人
称
代
名

詞
に
関
す
る
論
文
は
多
く
な
い
。
こ
れ
は
お
そ
ら
く
謙
称
を
含
む
場
合
が
あ

り
、
相
手
へ
の
価
値
判
断
に
よ
っ
て
待
遇
価
値
の
異
な
る
複
雑
な
種
類
・
用
法

が
生
じ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
か
ら
で
あ
ろ
う

（
注
３
）

。

本
研
究
で
は
、
狂
言
台
本
の
中
で
も
研
究
の
盛
ん
な
大
蔵
流
『
虎
明
本
』
と

同
じ
く
、
筋
書
き
・
台
本
の
定
着
期
に
お
け
る
恰
好
の
資
料
で
あ
り
、
室
町
時
代

の
言
語
を
窺
う
こ
と
の
で
き
る
天
理
図
書
館
蔵
『
狂
言
六
義
』（
以
下
、
天
理
本

と
略
称
）
を
取
り
上
げ
る

（
注
４
）

。
筆
者
は
、
先
に
天
理
本
の
二
人
称
代
名
詞
を
通
し

て
の
待
遇
表
現
の
研
究
を
公
表
し
た

（
注
５
）

。
本
稿
で
は
一
人
称
代
名
詞
を
取
り
上
げ
、

そ
の
待
遇
価
値
に
つ
い
て
人
間
関
係
に
重
点
を
置
き
考
察
を
行
う
こ
と
に
す
る
。

二
　
天
理
本
に
お
け
る
一
人
称
代
名
詞
の
概
観

人
称
代
名
詞
に
は
「
こ
ち
」「
こ
な
た
」
の
よ
う
に
事
物
・
場
所
・
方
向
を
指

し
示
す
指
示
代
名
詞
か
ら
派
生
し
た
も
の
が
あ
る
。
天
理
本
の
例
を
見
る
と
、

○
立
衆

﹇
若
い
衆
﹈

E
一
人
行
、
言
葉
を
掛か

く
る
　
シ
テ

﹇
所
の
者
﹈

E
こ
ち
の
事
か
と
云
　
立
衆

﹇
若
い
衆
﹈
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E
後う
し

ろ
な
は
、
ど
な
た
ぞ
と
云

（
米
市
五
六
七

⑥
）﹇
所
の
者→

若
い
衆

（
注
６
）

﹈

○
E

﹇
法
華
僧
﹈そ

ち
か
ら
言い

へ
と
云
、（
E

﹇
浄
土
僧
﹈）

こ
ち
か
ら
言い

へ
と
云
　
E

﹇
法
華
僧
﹈法

華
ほ
つ
け

か
ら
云

（
宗
論
二
八

⑬
）﹇
法
華
僧→

浄
土
僧
﹈

○
E

﹇
閻
魔
王
﹈

近
頃
ち
か
ご
ろ

じ
や
、
又
三
年
過
た
ら
ば
、
又
こ
ち
へ
、
お
じ
や
れ
と
云

（
政
頼
三
〇
六

⑨
）﹇
閻
魔
王→

政
頼
﹈

「
こ
ち
」
に
は
、
右
の
よ
う
な
順
次
一
人
称
代
名
詞
、
二
人
称
代
名
詞
、
指

示
代
名
詞
の
使
用
例
が
あ
る
。
ま
ず
、「
米
市
」
の
用
例
は
、
若
い
衆
の
話
し

掛
け
に
対
し
て
所
の
者
が
「
私
の
こ
と
か
」
と
聞
き
返
し
て
い
る
の
で
一
人
称

代
名
詞
と
判
断
で
き
る
。
ま
た
、
二
人
称
代
名
詞
の
「
こ
ち
」
は
特
異
な
例

で
、
右
の
一
例
し
か
見
ら
れ
な
い
。
場
面
を
見
る
と
、
互
い
の
宗
旨
に
つ
い
て

ど
ち
ら
が
先
に
言
う
か
で
言
い
争
っ
て
い
る
の
で
二
人
称
代
名
詞
で
あ
る
と
言

え
る
。
一
方
、
指
示
代
名
詞
と
し
て
の
使
用
例
は
多
く
、
一
人
称
代
名
詞
と
取

れ
る
場
合
も
あ
る
の
で
注
意
し
て
見
る
必
要
が
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
「
こ
ち
」
や
「
こ
な
た
」
は
二
人
称
代
名
詞
や
指
示
代
名
詞
と
し

て
使
わ
れ
て
い
る
場
合
が
あ
る
の
で
、
そ
の
よ
う
な
例
を
全
て
除
外
し
一
人
称
代

名
詞
の
認
定
作
業
を
行
っ
た
。
そ
し
て
、
最
終
的
に
一
人
称
代
名
詞
と
認
め
た
も

の
を
用
例
数
順
に
示
す
と
表
１
の
語
数
一
三
種
、用
例
数
計
一
〇
七
五
例
と
な
る
。

本
稿
で
は
、
以
上
の
中
で
他
と
比
べ
て
極
端
に
使
用
例
が
少
な
い
「
愚
僧
」「
わ

（
我
）」「
げ
ら
」
の
三
語
を
除
い
た
一
〇
語
の
一
人
称
代
名
詞
を
取
り
上
げ
て
考

察
す
る
。
こ
の
三
語
は
用
例
が
極
め
て
少
な
い
こ
と
か
ら
当
時
の
常
用
語
と
し
て

も
劣
勢
な
も
の
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
の
で
本
稿
で
は
省
略
し
た
。
た
だ
、
こ
こ

で
若
干
言
及
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
が
次
の
「
げ
ら
」
に
つ
い
て
で
あ
る
。

１．

E

﹇
あ
ん
太
郎
﹈爰

に
不
思
議

ふ

し

ぎ

の
男
一
人
あ
り
、
そ
の
名
を
あ
ん
太
郎
と
申
、
則
げ
ら

が
事
な
り

（
吃
り
二
四
三

⑤
）﹇
あ
ん
太
郎
の
独
白
﹈

２．

シ
テ

﹇
麻
生
の
何
某
﹈E

信
濃
し
な
の

のゝ

国
の
住ぢ
う

人
、
麻
生
あ
さ
う

げ
ら
が
内
の
者
に
、
藤
六
と
源
六

が
、
主し
う

の
宿
忘
や
ど
わ
す

れ
て
、
囃
子
は
や
し

物
を
し
て
来く

る
、
前
代
ぜ
ん
だ
い

の
曲く
せ

事

（
麻
生
四
二
〇

③
）﹇
麻
生
の
何
某
の
独
白
﹈

３．

シ
テ

﹇
麻
生
の
何
某
﹈E

信
濃
の
国
の
住ぢ
う

人
、
B
C
、
麻
生
あ
さ
う

お
れ
が
内
の
者
に
、
藤
六
と

源
六
が
げ
ら
が
宿や
ど

を
忘わ
す

れ
て
、
拍
子
（
囃
子
）

物
を
し
て
来く

る
、
前
代
の
曲
事

（
麻
生
〔
抜
書
〕
四
二
〇

⑫
）﹇
麻
生
の
何
某
の
独
白
﹈

右
の
三
例
は
共
に
独
白
（
観
客
に
対
す
る
語
り
）
の
用
例
で
あ
る
。
用
例
１
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一人称代名詞 用例数

みども(身共) 258

わたくし(私) 233

それがし(某) 228

われ(我) 78

わらわ 72

お　れ 55

われら(我等) 43

こ　ち 33

み（身） 29

こなた 25

愚　僧 15

わ(我) 3

げ　ら 3

合　計 1075

表１
＊
一
人
称
代
名
詞
の
表
記
は
現
代
仮
名
遣
い
に
統
一
し
た
。



は
、
あ
ん
太
郎
が
観
客
に
対
し
て
自
己
紹
介
を
し
て
い
る
場
面
、
用
例
２
・
３

は
、
二
人
の
下
人
（
藤
六
と
源
六
）
が
主
人
（
麻
生
の
何
某
）
の
宿
を
忘
れ
て

囃
子
物
を
し
て
い
る
の
を
目
撃
し
た
麻
生
の
何
某
が
前
代
未
聞
の
事
だ
と
語
っ

て
い
る
場
面
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
、
観
客
に
対
す
る
独
白
に
お
い
て

謙
称
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

こ
の
「
げ
ら
」
に
つ
い
て
は
、
テ
キ
ス
ト
頭
注
に
「
自
称
代
名
詞
。「
げ
ら

う
（
下
郎
）
の
変
化
し
た
も
の
か
。」
と
説
明
さ
れ
て
い
る

（
注
７
）

。
こ
れ
と
同
様
の

用
例
は
虎
明
本
に
も
見
ら
れ
、
そ
の
翻
刻
で
は
「
下
等
」
の
字
が
当
て
ら
れ
て

い
る

（
注
８
）

。
ま
た
辞
書
に
は
、『
時
代
別
国
語
大
辞
典
　
室
町
時
代
編
』
に
「
一
人

称
。
自
分
を
卑
下
し
て
い
う
語
。」、『
日
本
国
語
大
辞
典
　
第
二
版
』
に
「（「
げ

ろ
う
（
下
郎
）」
の
変
化
し
た
語
か
）
①
自
称
。」、『
角
川
古
語
大
辞
典
』
に

「
自
称
の
謙
称
。
下
郎
（
げ
ら
う
）
の
転
じ
た
も
の
か
。
あ
る
い
は
下
（
げ
）

に
接
尾
語
「
ら
」
の
付
い
た
も
の
か
。」
な
ど
の
説
明
が
あ
り
、
出
典
に
は
い

ず
れ
も
狂
言
の
用
例
し
か
挙
げ
ら
れ
て
い
な
い
。
こ
の
よ
う
に
「
げ
ら
」
の
語

源
に
つ
い
て
は
、「
下
郎
げ
ら
う

の
変
化
し
た
語
」
も
し
く
は
「
下げ

＋
ら
」
と
い
う
説

が
あ
る
が
、
用
例
も
少
な
く
従
来
の
研
究
か
ら
は
詳
細
は
明
ら
か
に
な
っ
て
い

な
い
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
今
後
の
検
討
が
必
要
で
あ
る
。

三
　
人
間
関
係
か
ら
見
た
一
人
称
代
名
詞
の
待
遇
価
値

既
述
し
た
よ
う
に
、
日
本
語
の
人
称
代
名
詞
は
、
話
し
手
が
聞
き
手
と
の
人

間
関
係
か
ら
相
手
を
ど
の
よ
う
に
待
遇
す
る
か
を
考
慮
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
使

い
分
け
ら
れ
る
。
狂
言
を
対
象
に
見
る
場
合
、
話
し
手
と
聞
き
手
の
人
間
関
係

は
基
本
的
に
身
分
関
係
の
上
下
で
あ
り
、
両
者
の
関
係
は
話
し
手
を
視
点
に
す

る
と
「
下
位→

上
位
」「
対
等
」「
上
位→

下
位
」
の
三
つ
の
関
係
に
分
類
す
る

こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
ら
の
人
間
関
係
の
認
定
に
関
す
る
詳
細
な
手
順
は
省
略

す
る
が
、
こ
の
分
類
に
従
い
天
理
本
の
一
人
称
代
名
詞
の
各
用
例
の
人
間
関
係

を
見
て
い
く
。
な
お
、
筆
者
の
先
稿
の
二
人
称
代
名
詞
に
関
す
る
考
察
で
は
、

男
性
ま
た
は
女
性
専
用
と
い
う
位
相
差
に
触
れ
な
か
っ
た
が
、
一
人
称
代
名
詞

で
は
ロ
ド
リ
ゲ
ス

（
注
９
）の

指
摘
に
も
あ
る
よ
う
に
こ
の
両
者
の
使
い
分
け
が
認
め
ら

れ
る
の
で
、
こ
れ
を
分
け
て
分
析
す
る
こ
と
に
す
る
。

（
１
）
男
性
専
用
の
一
人
称
代
名
詞
の
実
態
と
分
析

男
性
専
用
語
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
「
わ
た
く
し
」
と
「
そ
れ
が
し
」
の
二

語
に
つ
い
て
、「
下
位→

上
位
」「
対
等
」「
上
位→

下
位
」
の
大
枠
と
、
そ
れ

ぞ
れ
の
具
体
的
な
人
間
関
係
ご
と
に
使
用
例
数
を
示
す
と
表
２
の
よ
う
に
な
る
。

こ
の
表
に
よ
っ
て
ま
ず
指
摘
で
き
る
の
は
、「
わ
た
く
し
」「
そ
れ
が
し
」
は

両
語
と
も
に
男
性
が
使
用
し
、
男
性
専
用
語
で
あ
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
こ
の

点
は
後
に
言
及
す
る
よ
う
に
、
ロ
ド
リ
ゲ
ス
の
「
普
通
は
男
に
用
ゐ
ら
れ
る
。」

と
い
う
記
述
と
一
致
す
る
。
但
し
、
次
の
例
（「
わ
た
く
し
」
五
例
、「
そ
れ
が

し
」
一
例
、
表
２
で
は
内
数
と
し
て(

)

内
に
示
し
た
も
の
）
は
、
女
性
の
使

用
例
で
あ
る
。
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１
　
女
E
女
出
て
、
某
の
男
お
と
こ
が
、
い
た
づ
ら
者も
の

で
、
大
酒ざ
け

飲の

ふ
で
、
酔
狂

す
い
き
や
う
計

し
て
、
世
帯
せ
た
い

の
事
は
知し

ら
い
で
、
わ
ら
は
に
計
、
迷
惑
め
い
わ
く

を
、
掛か

け
ま
ら
す

る
ほ
ど
に
、
再さ
い

々B
C

、
暇
い
と
ま
を
く
れ
よ
と
申
せ
共
、
く
れ
ぬ
、
此
度
は
、
暇
い
と
ま
く

れ
ず
共
、
私
を
、
お
肝き
も

煎い

ら
れ
て
、
や
ら
せ
ら
れ
た
人
が
、
御
ざ
る
ほ
ど

に
、
参ま
い

つ
て
、
そ
の
お
人
ま
で
、
断
こ
と
わ
り
を
申
て
、
往い

に
ま
ら
せ
う
と
、
存

る
と
云
て
、
出
る

（
石
神
三
三
五

②
④
）﹇
妻
の
名
乗
り
﹈

２
　
ア
ト
﹇
女
﹈

E
身
共ど
も

を
、
女
じ
や
と
思
ふ
て
、
侮
あ
な
づ
つ
て
申
す
、
私
の
亭
主
て
い
し
ゅ

が
参ま
い

つ
た
ら
ば
、
ゑ
申
ま
ひ

（
連
尺
七
一
五

⑫
）﹇
女→

目
代
﹈

３
　
ア
ト
﹇
女
﹈

E
い
や
、
脛す
ね

押お

し
に
は
負ま

け
ま
せ
ね
共
、
あ
の
大
き
な
脛す
ね

を
、
私

の
肌は
だ

ま
で
、
踏ふ

み
込こ

み
ま
ら
す
る
に
よ
つ
て
、
た
ま
り
ま
ら
せ
ぬ
と
云

（
連
尺
七
一
七

⑧
）﹇
女→

目
代
﹈

４
　
女
E
さ
て
B
C
、
腹
の
立
つ
事
や
、
そ
の
や
う
な
事
を
、
ぬ
か
し
ま
す

る
か
、
今
ま
て
（
で
）
も
、
私
の
道
具
を
、
一
つ
づ
ゝ
も
、
売う

つ
て
こ
そ
、
養
や
し
な
ひ

ま
ら
し
た
に
、
腹は
ら

の
立た

つ
事
を
申

（
吃
り
二
四
一

⑮
）﹇
女→

仲
裁
人
﹈

わ
た
く
し

そ
れ
が
し

下
位→
上
位

下 　 人 → 主 　 人 58 10

民 間 人 → 目 　 代 21(2) 2

俗 　 人 → 　 僧 僧 14 3

子 　 → 　 親 4 2

習 い 手 → 教 え 手 6(1)

掛買い手→掛売り手 4

聟 　 → 　 舅 4

百 　 姓 → 奏 　 者 6 2

檀 　 家 → 　 僧 僧 6 3

男 ・ 女→仲裁人（仲人） 4(1) 2

人 　 間 → 　 鬼 僧 4 2

人 　 間 → 神 　 仏 2 2

買 い 手 → 売 り 手 2

借 り 手 → 貸 し 手 2 1

そ の 他＊1 22 3

小　　　　計 159 32

対
等 対 等 の 身 分 同 士 14 17

上
位→

下
位

僧 　 　 → 檀 　 家 14 6

僧 　 　 → 俗 　 人 4 7

舅　　　　→聟・聟候補 3 4

教 え 手 → 習 い 手 1

仲裁人(仲人)→　　　男 1

奏 　 者 → 百 　 姓 1

大 　 名 → 一 般 人 3

神 　 仏 → 人 　 間 1 4

人　　間→動物・物 2 2

夫 → 妻 2 7

鬼・閻魔王→人　　　間 2 7

親 → 子 2 5

売 り 手 → 買 い 手 3 10

主　　人→下　　人 7 19

そ の 他＊2 11

小　　　　計 40 88

独 白 20(1) 88(1)

男 → 女 3

人間関係

語
「
そ
の
他
」
の
欄
に
は
、
特
定
の
曲
の
み
に
出
現
す
る
次
の
人
間
関
係
を
一
括
し
て
示
し
た
。

＊
１
…
男→

笛
吹
き
、
医
者→

雷
、
い
ぐ
い→

亭
主
、
何
某→

牛
主
、
一
般
人→

大
名
な
ど
　
＊
２
…
塗
師→

頭
取
、
牛
主→

何
某
、
磁
石→

す
っ
ぱ
、
冠
者→

茶
屋
、
算
置→

い
ぐ
い
な
ど

表２
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そ
れ
が
し

わ
た
く
し

わ
た
く
し

わ
た
く
し

わ
た
く
し



５
　
女
E
あ
れ
が
、
添そ

い
ま
ら
す
る
と
も
、
私
が
、
添そ

い
ま
す
ま
ひ
と
云

（
茶
子
味
六
一
〇

⑪
）﹇
女→

教
え
手
﹈

用
例
１
は
、
妻
の
名
乗
り
（
独
白
）
の
部
分
で
あ
り
、
こ
れ
は
位
相
差
の
点

か
ら
は
中
立
的
な
部
分
の
出
現
例
で
、
例
外
扱
い
が
可
能
で
あ
ろ
う
。
続
い
て

用
例
２
〜
５
は
、
男
（
夫
）
と
の
間
に
問
題
を
抱
え
る
女
が
そ
の
仲
裁
を
す
る

者
に
対
し
て
用
い
て
い
る
。
い
ず
れ
も
、
目
上
に
対
し
、
へ
り
く
だ
っ
た
気
持

ち
で
用
い
て
お
り
、
不
満
を
内
包
す
る
女
の
心
理
的
な
あ
り
方
が
人
称
代
名
詞

の
選
択
に
反
映
し
て
い
る
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

次
に
「
わ
た
く
し
」
の
使
用
実
態
を
概
観
す
る
。
人
間
関
係
に
つ
い
て
「
下

位→

上
位
」「
上
位→

下
位
」
の
二
分
類
の
視
点
か
ら
見
る
と
、
表
で
明
ら
か

な
よ
う
に
「
上
位→

下
位
」
が
四
〇
例
で
あ
る
の
に
対
し
て
、「
下
位→

上
位
」

が
一
五
九
例
と
圧
倒
的
に
多
い
と
言
え
る
。
典
型
的
な
例
は
下
人
が
主
人
を
敬

っ
て
用
い
た
五
〇
例
で
、
次
の
よ
う
な
例
で
あ
る
。

６
　
E

﹇
主
﹈

誠
ま
こ
と
に
、
見み

え
ぬ
か
と
云
　
シ
テ

﹇
太
郎
冠
者
﹈

E
私
が
、
あ
つ
ち
で
、
着き

て
み
ま

ら
し
た
が
、
そ
つ
と
も
、
見み

へ
ま
ら
せ
な
ん
だ
と
云

（
隠
れ
笠
三
二
五

⑭
）﹇
太
郎
冠
者→

主
﹈

７
　
E

﹇
下
人
﹈殿

様さ
ま

も
御
繁
昌

は
ん
じ
や
う

、
又
私
も
、
女
子
を
も
ゆ
る
り
と
置お

き
ま
ら
す
る

や
う
に
と
申
て
、
神
仏
へ
祈
誓
き
せ
い

申
た
と
云

（
太
子
の
手
鉾
六
二
八

⑨
）﹇
下
人→

主
﹈

こ
の
よ
う
に
、「
わ
た
く
し
」
は
身
分
の
下
の
者
が
上
の
者
を
敬
い
尊
敬
し

て
使
用
す
る
も
の
で
、
待
遇
価
値
が
極
め
て
高
い
一
人
称
代
名
詞
で
あ
る
と
言

え
る
。
た
だ
、「
上
位→

下
位
」
の
関
係
で
用
い
ら
れ
た
用
例
も
少
な
く
は
な

い
。
例
え
ば
、
用
例
の
多
い
「
僧→

檀
家
」
一
四
例
に
つ
い
て
見
る
と
次
の
よ

う
な
も
の
が
あ
る
。

８
　
シ
テ

﹇
新
発
意
﹈

E
や
れ
B
C
、
よ
ふ
こ
そ
御
ざ
つ
た
れ
、
ま
づ
申
ま
ら
せ
う
、
今

日
師
匠
し
ょ
う
坊
主
の
、
寺て
ら

を
私
に
、
譲ゆ
づ

ら
れ
て
御
ざ
る
、
万
事
今
迄
と
、
相あ
ひ

変か

わ
ら
ず
、
頼た
の

む
と
云

（
骨
皮
二
三
三

⑯
）﹇
新
発
意→

檀
家
﹈

９
　
ア
ト

﹇
亭
主
﹈

E
朝
夕
、
途
絶
と

だ

へ
な
ふ
、
勤
行

ご
ん
ぎ
や
う

を
な
さ
れ
て
下く
だ

さ
れ
う
か
と
云

シ
テ

﹇
出
家
﹈

E
私
の
役や
く

じ
や
、
そ
れ
を
致い
た

さ
ぬ
事
が
、
あ
ら
う
か
と
云

（
小
傘
六
七
四

⑭
）﹇
出
家→

亭
主
﹈

話
し
手
で
あ
る
「
僧
」
は
、
世
間
的
な
地
位
は
高
い
が
、
具
体
的
な
言
語
の

場
に
お
い
て
解
釈
す
る
と
、
檀
家
と
の
間
に
心
理
的
・
受
益(

又
授
益)

的
な
待

遇
関
係
が
現
れ
て
い
る
と
見
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
、
人
称
代
名
詞
の
選
択
に
揺

れ
が
生
じ
て
い
る
の
で
、「
わ
た
く
し
」
自
体
の
絶
対
的
待
遇
価
値
と
は
切
り

離
し
て
も
良
い
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

次
に
「
そ
れ
が
し
」
の
使
用
実
態
を
概
観
す
る
。
こ
の
語
の
場
合
、「
下
位

→

上
位
」
が
三
二
例
で
あ
る
の
に
対
し
て
、「
上
位→

下
位
」
が
八
八
例
で
、

「
わ
た
く
し
」
と
は
逆
に
「
上
位→

下
位
」
の
用
例
が
圧
倒
的
に
多
く
な
っ
て

― 5―

わ
た
く
し

わ
た
く
し

わ
た
く
し

わ
た
く
し

わ
た
く
し



い
る
。
こ
の
傾
向
を
典
型
的
に
示
す
の
が
主
人
と
下
人
の
間
の
使
用
実
態
で
、

「
下
人→
主
人
」
の
用
例
が
一
〇
例
、「
主
人→

下
人
」
の
用
例
が
一
九
例
で
あ

る
こ
と
は
、
丁
度
「
わ
た
く
し
」
の
場
合
と
相
補
的
な
関
係
に
な
っ
て
い
る
と

言
え
る
。
従
っ
て
、「
そ
れ
が
し
」
は
身
分
の
上
の
者
が
下
の
者
に
対
し
て
使

用
す
る
も
の
で
、
待
遇
価
値
は
高
く
な
い
一
人
称
代
名
詞
と
言
え
る
の
で
あ
る
。

以
上
か
ら
、「
わ
た
く
し
」
の
待
遇
価
値
は
高
く
丁
寧
な
言
葉
遣
い
で
あ
り
、

「
そ
れ
が
し
」
の
待
遇
価
値
は
「
わ
た
く
し
」
に
比
べ
て
低
く
ぞ
ん
ざ
い
な
言

葉
遣
い
で
あ
っ
た
と
み
な
さ
れ
る
。

な
お
、
対
等
の
人
間
関
係
の
場
合
の
用
例
数
に
は
「
わ
た
く
し
」「
そ
れ
が
し
」

の
間
に
そ
れ
ほ
ど
の
差
が
見
ら
れ
な
い
。
こ
れ
は
、
人
称
代
名
詞
の
選
択
が
具

体
的
な
言
語
場
に
お
け
る
使
用
者
の
心
理
的
・
受
益
的
な
あ
り
方
に
よ
っ
て
揺
れ

る
も
の
で
あ
る
と
い
う
人
称
代
名
詞
そ
の
も
の
の
特
徴
の
表
れ
と
見
ら
れ
る
。

（
２
）
女
性
専
用
の
一
人
称
代
名
詞
の
実
態
と
分
析

女
性
専
用
語
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
「
わ
ら
わ
」
に
つ
い
て
先
と
同
様
に
表

覧
す
る
と
表
３
の
よ
う
に
な
る
。

表
３
か
ら
分
か
る
よ
う
に
使
用
者
は
全
て
女
性
で
あ
る
。
こ
の
点
も
後
に
言

及
す
る
よ
う
に
ロ
ド
リ
ゲ
ス
の
記
述
と
一
致
す
る
。
最
も
用
例
が
多
い
の
は
妻

が
夫
に
用
い
た
場
合
の
二
七
例
で
、
次
の
よ
う
に
妻
が
夫
を
慕
い
親
愛
を
込
め

て
使
う
場
合
が
多
い
。

10

E
﹇
妻
﹈

わ
ら
わ
も
、
さ
や
う
に
は
、
思お
も

へ
ど
も
、
何な
に

と
、
致い
た

さ
う
様や
う

も
、

な
い
と
云

（
今
神
明
一
〇
六

⑩
）﹇
妻→

夫
﹈

11

E
﹇
妻
﹈

そ
の
衆
は
皆
、
乗の
り

物
の
、
馬
車
の
と
云
て
、
参ま
い

ら
せ
ら
れ
う
に
、
わ

ら
は
が
、
徒
裸
足

か
ち
は
だ
し

で
、
参
ら
る
ゝ
物
か
と
云（

内
沙
汰
五
八
七

⑦
）﹇
妻→

夫
﹈

人
間
関
係
を
見
る
と
一
例
を
除
き
「
下
位→

上
位
」
関
係
の
用
例
で
あ
り
、

身
分
の
下
の
者
が
上
の
者
を
敬
い
、
自
身
を
謙
遜
す
る
待
遇
価
値
の
高
い
語
で

あ
る
と
言
え
る
。

因
み
に
、
次
項
で
分
析
を
加
え
る
が
、
妻
が
夫
に
対
し
て
使
用
す
る
一
人
称

代
名
詞
と
し
て
他
に
「
み
ど
も
」
が
か
な
り
（
一
〇
例
）
出
現
し
、
そ
れ
と
の

相
関
で
言
う
と
、「
わ
ら
わ
」
は
自
分
を
低
め
相
手
に
親
愛
の
情
を
示
す
場
合
の

用
法
で
あ
り
、「
み
ど
も
」
は
逆
に
心
理
的
な
距
離
を
置
い
た
場
合
に
用
い
る
と
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表３

わ
ら
わ

下
位→

上
位

妻 → 夫 27

子（女）→　　　親 4

女　　　　→仲裁人(仲人) 4

習い手（女）→教　え 手 3

人間（女）→　　　　鬼 3

妾　　　→本　　妻 2

人間（女）→神　　　仏 1

俗人（女）→　　　　僧 1

尼 → 僧 1

民間人（女）→目　　　代 1

女　　　→山　　賊 1

小　　　計 48

上
位→

下
位

尼　　　→俗　　人 1

独 白 15

女 → 男 8

人間関係

語



い
う
違
い
を
認
め
る
こ
と
が
出
来
る
で
あ
ろ
う
。
従
っ
て
、
待
遇
価
値
の
観
点

か
ら
言
う
と
、「
わ
ら
わ
」
は
高
く
「
み
ど
も
」
が
低
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

（
３
）
男
女
兼
用
の
一
人
称
代
名
詞
の
実
態
と
分
析

性
差
に
よ
っ
て
使
い
分
け
の
な
い
男
女
兼
用
語
と
し
て
、
残
る
「
み
ど
も
」

「
わ
れ
」「
お
れ
」「
わ
れ
ら
」「
こ
ち
」「
み
」「
こ
な
た
」
に
つ
い
て
分
析
す

る
。
ま
ず
、
こ
れ
ら
各
語
に
つ
い
て
先
と
同
様
に
整
理
し
、「
下
位→

上
位
」

欄
の
出
現
比
率
の
高
い
も
の
か
ら
「
上
位→

下
位
」
欄
の
出
現
比
率
の
高
い
も

の
へ
左
か
ら
順
に
並
べ
て
表
覧
す
る
と
表
４
の
よ
う
に
な
る
。

「
下
位→

上
位
」
で
用
い
ら
れ
る
場
合
は
、
基
本
的
に
聞
き
手
を
敬
っ
て
い

― 7―

こ
な
た

わ
れ
ら

み こ
ち

お
れ

み
ど
も

わ
れ

下
位→

上
位

下 　 人 → 主 　 人 1 3 3 3 12

民 間 人 → 目 　 代 1 2 2 4 2

一 般 人 → 大 　 名 4 2 2

買 い 手 → 売 り 手 4 1 1 4 1

俗 　 人 → 　 　 僧 3 3 9 1

人 　 間 → 神 　 仏 1 2 4

尼 　 → 　 僧 1

借 り 手 → 貸 し 手 1 1 4

妻 → 夫 1 1 3 10 1

習 い 手 → 教 え 手 1

掛買い手→掛売り手 2

子 → 親 2

男　・　女→仲裁人(仲人) 2

人 　 間 → 　 　 鬼 1 2

そ の 他＊1 2 1 1 2 1 5

小　　　　計 13 11 5 11 16 55 9

対
等 対 等 の 身 分 同 士 6 8 9 9 9 53 5

上
位→

下
位

僧　　　　→檀　　家 2 2 2 5 1

売 り 手 → 買 い 手 1 2 7

僧 　 　 → 俗 　 人 1 1 11 5

夫 → 妻 1 1 3 21 2

僧 → 尼 1 2 2

目 　 代 → 民 間 人 1 3

教 え 手 → 習 い 手 3

仲裁人(仲人)→　　　　男 5

雷 　 　 → 医 　 者 5

神 　 仏 → 人 　 間 5 1 2

大 　 名 → 一 般 人 1 1 1

鬼・閻魔王→人　　　間 5 4 2

親 → 子 2 8 1

主 　 人 → 下 　 人 1 4 5 3 37 2

そ の 他＊2 1 1 1 3 1 10 10

小　　　　計 4 8 10 13 20 121 26

独 白 1 14 3 9 19 36

男 → 女 1 2 1 9

女 → 男 2 1 2

人間関係

語
「
そ
の
他
」
の
欄
に
は
、
特
定
の
曲
の
み
に
出
現
す
る
次
の
人
間
関
係
を
一
括
し
て
示
し
た
。

＊
１
…
男→

笛
吹
き
、
冠
者→

亭
主
、
何
某→

牛
主
な
ど
　
＊
２
…
笛
吹
き→

男
、
奏
者→

百
姓
、
牛
主→

何
某
な
ど

表４



る
も
の
な
の
で
待
遇
価
値
が
高
く
、「
上
位→

下
位
」
で
用
い
ら
れ
る
場
合
は
、

逆
に
待
遇
価
値
が
低
い
と
言
え
る
の
で
、
表
４
の
語
順
及
び
数
値
か
ら
、
待
遇

価
値
は
「
こ
な
た
」「
わ
れ
ら
」「
み
」「
こ
ち
」「
お
れ
」「
み
ど
も
」「
わ
れ
」

の
順
に
下
が
り
、「
下
位→

上
位
」
の
用
例
が
多
い
「
こ
な
た
」「
わ
れ
ら
」
が

待
遇
価
値
の
高
い
群
、「
上
位→

下
位
」
の
用
例
が
多
い
「
み
」「
こ
ち
」「
お

れ
」「
み
ど
も
」「
わ
れ
」
が
待
遇
価
値
の
低
い
群
、
と
一
応
相
対
的
な
序
列
化

が
で
き
る
こ
と
に
な
る
。
但
し
、「
わ
れ
ら
」「
み
」「
こ
ち
」「
お
れ
」
の
四
語

に
つ
い
て
は
数
値
上
の
差
が
ほ
と
ん
ど
認
め
ら
れ
な
い
。
他
と
比
べ
待
遇
価
値

が
高
い
と
認
め
た
「
わ
れ
ら
」
の
用
例
を
見
る
と
、

12

E
﹇
夫
﹈

そ
れ
に
つ
ゐ
て
、
我
等
も
、
花
見
に
、
行ゆ

か
ふ
か
と
、
思
ふ
と
云

（
猿
座
頭
一
八
一

⑭
）﹇
夫→

妻
﹈

13

シ
テ

﹇
出
家
﹈

E
中
B
C
、
我
等
の
身
の
上
ほ
ど
、
面
白
事
は
な
い
、
妻
子
持も

た
ね
ば
、
家
も
な
し
、
家
も
な
け
れ
ば
、
故
郷
こ
き
や
う

も
な
し
、
三
界が
い

を
家
と
す

る
に
よ
つ
て
、
此
や
う
な
、
面
白
お
も
し
ろ

い
事
は
、
お
り
な
い
と
云

（
呂
蓮
五
四
二

⑩
）﹇
出
家→
男
﹈

用
例
12
は
、
花
見
に
行
き
た
い
と
思
い
つ
つ
そ
れ
を
盲
目
の
夫
に
言
い
出
せ

な
い
健
気
な
妻
に
対
し
て
、
用
例
13
は
、
僧
の
突
然
の
宿
泊
を
快
く
受
け
入
れ

て
丁
重
に
も
て
な
す
男
に
対
し
て
用
い
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
「
上
位→

下

位
」
の
用
例
に
は
、
下
位
の
者
で
も
丁
寧
に
扱
お
う
と
す
る
上
位
者
の
心
理
の

揺
れ
が
反
映
し
て
い
る
も
の
が
あ
る
。

次
に
、
待
遇
価
値
の
低
い
群
と
認
め
た
「
み
」「
こ
ち
」「
お
れ
」
の
用
例
を

見
て
い
こ
う
。

14

E
﹇
妻
﹈

身
共ど
も

が
恥は
ぢ

は
、
そ
な
た
の
恥は
ぢ

、
そ
な
た
の
恥は
ぢ

は
、
身
が
恥は
ぢ

じ
や
、
参ま
い

る
ま
い
と
云

（
内
沙
汰
五
八
七

⑨
）﹇
妻→

夫
﹈

15

E
﹇
妻
﹈

い
や
こ
ち
に
、
用よ
ふ

は
あ
る
ま
ひ
と
云
　
シ
テ

﹇
夫
﹈

E
腹
立
は
ら
た

ち
は
、
尤
な

れ
共
、
ひ
ら
に
云
て
、
た
も
れ
と
云
て
、
拝お
が

む
（
岡
太
夫
二
六
八

⑪
）﹇
妻→

夫
﹈

16

ヲ
ヂ

﹇
伯
父
﹈

E
誰た
れ

ぞ
と
云
て
出
る
　
シ
テ

﹇
太
郎
冠
者
﹈

E
お
れ
じ
や
と
云

（
木
六
駄
七
二
七

①
）﹇
太
郎
冠
者→

（
主
の
）
伯
父
﹈

用
例
14
は
、
不
満
の
あ
る
妻
が
夫
に
対
し
て
、
用
例
15
は
、
腹
を
立
て
た
妻

が
夫
に
対
し
て
、
用
例
16
は
、
使
い
の
途
中
で
酔
っ
払
っ
て
し
ま
っ
た
太
郎
冠

者
が
主
人
の
伯
父
に
対
し
て
用
い
て
い
る
。
用
例
16
は
、
酔
っ
払
っ
て
い
た
た

め
分
別
が
付
か
ず
に
用
い
た
用
例
で
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
心
理
的
な
あ
り
方
に

よ
っ
て
人
称
代
名
詞
の
選
択
が
揺
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、「
わ
れ
ら
」「
み
」「
こ
ち
」「
お
れ
」
は
、
具
体
的
な
言
語
の

場
に
お
い
て
心
理
的
・
受
益
的
な
あ
り
方
に
よ
っ
て
人
称
代
名
詞
の
選
択
が
揺

れ
て
い
る
も
の
が
多
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
語
に
序
列
が
で
き
る
程
の
絶
対
的
待
遇

価
値
が
存
在
し
て
い
た
と
は
言
い
難
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
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続
い
て
、
残
る
待
遇
価
値
の
高
い
群
の
「
こ
な
た
」、
待
遇
価
値
の
低
い
群

の
「
み
ど
も
」「
わ
れ
」
に
つ
い
て
考
察
し
て
い
こ
う
。「
こ
な
た
」
の
用
例
は
、

17

E
﹇
大
名
﹈太

夫
、
言
葉
こ
と
ば

を
掛か

く
る
　
E

﹇
通
行
人
﹈

こ
な
た
の
事
か
と
云

（
二
人
大
名
八
三

⑨
）﹇
通
行
人→

大
名
﹈

18

大
﹇
大
和
﹈

E
大
和
よ
り
、
言
葉
を
掛か

く
る
　
近

﹇
近
江
﹈

E
こ
な
た
の
事
か
と
云

（
三
人
長
者
五
九
一

⑦
）﹇
近
江
の
者→

大
和
の
者
﹈

の
よ
う
に
、
初
対
面
の
者
か
ら
の
話
し
掛
け
に
対
す
る
返
答
と
し
て
用
い
ら
れ

て
い
る
場
合
が
多
い
。
こ
れ
と
同
じ
用
法
で
「
こ
ち
」
を
用
い
る
場
合
も
あ
る

が
、「
入
間
川
」
と
い
う
曲
に
「
こ
ち
の
事
か
」
と
返
答
し
た
土
地
の
者
に
対

し
て
大
名
が
言
葉
遣
い
が
悪
い
と
腹
を
立
て
る
場
面
が
あ
る
の
で
、「
こ
ち
」

に
比
べ
て
「
こ
な
た
」
の
方
が
待
遇
価
値
が
高
い
と
言
え
る
。

次
に
「
み
ど
も
」
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
こ
の
語
は
二
五
八
例
見
ら
れ
、
室

町
時
代
の
一
人
称
代
名
詞
と
し
て
は
最
も
使
用
頻
度
の
高
い
語
で
あ
っ
た
と
考

え
ら
れ
る
。
ロ
ド
リ
ゲ
ス
は
「
男
子
が
い
く
ら
か
優
越
感
を
伴
っ
て
言
う
場
合

に
用
ゐ
ら
れ
る
。」
と
し
、
男
性
用
語
の
よ
う
に
扱
っ
て
い
る
が
、
先
に
も
指
摘

し
た
よ
う
に
天
理
本
で
は
女
性
の
使
用
例
も
見
ら
れ
る
。
人
間
関
係
別
の
用
例

数
は
、「
下
位→

上
位
」
五
五
例
、「
上
位→

下
位
」
一
二
一
例
で
、
例
え
ば
、

19

E
﹇
主
﹈い

や
、
い
か
に
隠か
く

す
共
、
わ
れ
が
声こ
ゑ

に
は
、
隠か
く

れ
も
な
し
、
身
共

が
、
聞き

きゝ

は
違ち
が

へ
ぬ
ほ
ど
に
、
一
節ふ
し

う
た
ふ
て
、
聞き

か
せ
い
と
云

（
寝
音
曲
二
〇
二

⑮
）﹇
主→

太
郎
冠
者
﹈

20

シ
テ

﹇
大
名
﹈

E
身
共
が
秀
句
し
う
く

に
、
好す

い
た
と
こ
ろ
で
、
き
や
つ
ま
で
、
秀
句
し
う
く

に
好す

い
た
と
云
て
、
嬉う
れ

し
が
る
、
破や
ぶ

れ
的ま
と

の
、
心
こ
ゝ
ろ
は
と
云

（
今
参
三
六
二

⑮
）﹇
大
名→

太
郎
冠
者
﹈

の
よ
う
に
聞
き
手
を
見
下
げ
た
物
言
い
と
な
っ
て
お
り
、
明
ら
か
に
待
遇
価
値

の
低
い
語
で
あ
る
と
位
置
付
け
で
き
る
。
し
か
し
、「
下
位→

上
位
」「
対
等
」

の
用
例
も
少
な
い
と
は
言
え
ず
、
こ
の
語
も
心
理
的
・
受
益
的
な
影
響
を
受
け

る
語
で
あ
る
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

次
に
「
わ
れ
」
の
場
合
は
、

21

E
﹇
舅
﹈

舅
し
う
と
、
初は
じ

め
は
、
太
郎
冠
者
く
わ
じ
ゃ

を
、
叱し
か

る
　
後の
ち

に
は
、
腹は
ら

を
立た

て
ゝ
、

我
を
、
う
つ
け
に
す
る
と
云
て
、
聟む
こ

を
叱し
か

る（
口
真
似
二
七
四

⑮
）﹇
舅→

聟
﹈

22

ア
ト

﹇
有
徳
人
﹈

E
我
人
、
忙
い
そ
が
わ
し
い
時
分
じ
や
、
往い

ん
で
春
永
は
る
な
が

に
、
お
り
や
れ
と
云

（
米
市
五
六
五

⑧
）﹇
有
徳
人→

所
の
者
﹈

の
よ
う
に
乱
雑
な
言
い
方
で
あ
り
、「
み
ど
も
」
に
比
べ
て
待
遇
価
値
が
低
い

と
考
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
但
し
、
表
で
見
る
と
明
ら
か
な
よ
う
に
独
白
部

（
謡
）
で
の
使
用
が
多
く
、
謡
の
部
分
は
早
く
か
ら
定
着
し
て
い
た
と
さ
れ
る
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の
で
「
わ
れ
」
は
や
や
古
い
言
い
方
で
あ
る
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

以
上
の
検
討
か
ら
、
待
遇
価
値
の
最
も
高
い
語
が
相
手
を
敬
っ
て
用
い
ら
れ

る
「
こ
な
た
」
で
あ
り
、
最
も
低
い
語
が
相
手
を
見
下
げ
て
用
い
ら
れ
る
「
み

ど
も
」「
わ
れ
」
と
な
る
。
但
し
、
す
で
に
記
述
し
た
よ
う
に
「
わ
れ
」
は
古

語
的
な
言
い
方
に
な
っ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
で
あ
ろ
う
。
残
る
「
わ
れ
ら
」

「
み
」「
こ
ち
」「
お
れ
」
に
つ
い
て
は
明
確
な
待
遇
価
値
の
違
い
が
な
く
、
心

理
的
・
受
益
的
な
あ
り
方
に
よ
っ
て
使
い
分
け
ら
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

四
　
お
わ
り
に

室
町
時
代
末
期
の
一
人
称
代
名
詞
に
つ
い
て
は
、
当
時
の
キ
リ
シ
タ
ン
資
料

で
あ
る
『
ロ
ド
リ
ゲ
ス
　
日
本
大
文
典
』
に
も
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
詳
細

は
原
本
ま
た
は
訳
本
に
譲
り
、
そ
の
記
述
を
待
遇
価
値
の
視
点
か
ら
整
理
し
て

示
す
と
次
の
よ
う
に
な
る(

以
下
、
注
９
引
用
の
訳
本
に
よ
る)
。

①
待
遇
価
値
の
高
い
一
人
称
代
名
詞

Ａ．
「
わ
れ
」「
わ
れ
ら
」「
わ
た
く
し
」「
そ
れ
が
し
」（
丁
寧
な
形
で
あ

っ
て
、
尊
敬
し
又
謙
遜
し
て
話
す
の
に
用
ゐ
る
。
普
通
は
男
に
用
ゐ
ら

れ
る
。）

Ｂ．
「
こ
な
た
」「
こ
ち
」（
広
く
行
は
れ
、
身
分
の
上
下
に
は
拘
は
ら
な

い
。
何
れ
も
丁
寧
で
あ
る
。）

②
待
遇
価
値
の
低
い
一
人
称
代
名
詞

「
み
」「
み
ど
も
」（
男
子
が
い
く
ら
か
優
越
感
を
伴
っ
て
言
ふ
場
合
に
用

ゐ
ら
れ
る
。）

③
待
遇
価
値
に
は
言
及
の
無
い
一
人
称
代
名
詞

「
わ
ら
わ
」（
女
が
使
ふ
。）

ま
ず
、
ロ
ド
リ
ゲ
ス
の
①
‐
Ａ
グ
ル
ー
プ
の
「
わ
れ
」「
わ
れ
ら
」「
わ
た
く

し
」「
そ
れ
が
し
」
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
天
理
本
で
は
そ
れ
ぞ
れ
区
別
し
た

用
い
ら
れ
方
が
さ
れ
て
お
り
、
必
ず
し
も
丁
寧
な
形
で
、
尊
敬
又
謙
遜
と
し
て

用
い
ら
れ
て
い
る
と
は
言
え
な
い
。
待
遇
価
値
を
見
る
と
、「
わ
れ
ら
」「
わ
た

く
し
」
の
待
遇
価
値
は
高
い
と
認
め
た
が
、「
わ
れ
」「
そ
れ
が
し
」
は
待
遇
価

値
の
低
い
語
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
①
‐
Ｂ
グ
ル
ー
プ
の
「
こ
な
た
」
と
「
こ

ち
」
も
、
待
遇
価
値
が
高
い
と
認
め
た
「
こ
な
た
」
に
対
し
て
、「
こ
ち
」
の

待
遇
価
値
は
下
が
り
、
丁
寧
と
は
言
え
な
い
用
例
が
多
く
み
ら
れ
た

（
注
10
）

。
②
の

「
み
」「
み
ど
も
」
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
天
理
本
で
は
男
性
に
限
ら
ず
女
性
の

使
用
例
も
見
ら
れ
た
。
③
の
「
わ
ら
わ
」
は
、
天
理
本
で
も
全
用
例
が
女
性
の

使
用
例
で
あ
っ
た
。

右
の
よ
う
に
、
ロ
ド
リ
ゲ
ス
の
一
人
称
代
名
詞
の
記
述
に
比
べ
て
本
天
理
本

の
研
究
で
は
、
よ
り
詳
細
な
分
類
が
可
能
で
あ
る
。
そ
の
分
類
を
、
改
め
て
待

遇
価
値
の
高
い
語
か
ら
表
の
形
で
整
理
し
て
示
す
と
表
５
の
よ
う
に
４
群
に
整

理
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

な
お
、
２
の
「
わ
れ
ら
」「
み
」「
こ
ち
」「
お
れ
」
の
四
語
に
つ
い
て
は
、
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本
文
で
指
摘
し
た
よ
う
に

待
遇
価
値
と
い
う
点
か
ら

相
互
の
序
列
を
明
確
に
示

す
こ
と
は
難
し
い
の
が
実

態
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

心
理
的
・
受
益
的
な
影
響

に
よ
り
人
称
代
名
詞
の
選

択
が
揺
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
と
解
釈
で
き
る
。

こ
の
揺
れ
る
と
い
う
点
か
ら
言
う
と
、
人
称
代
名
詞
そ
の
も
の
の
特
徴
が
ま

さ
に
こ
こ
に
表
れ
て
お
り
、
表
５
に
序
列
化
し
た
４
群
の
相
互
間
に
お
い
て
も

心
理
的
・
受
益
的
な
影
響
に
よ
っ
て
容
易
に
序
列
を
越
え
て
入
れ
替
わ
る
の
で

あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
人
称
代
名
詞
は
、
一
応
序
列
化
で
き
て
も
心
理
的
・
受

益
的
な
影
響
に
よ
っ
て
容
易
に
序
列
を
越
え
て
入
れ
替
わ
る
も
の
で
あ
る
と
い

う
特
徴
が
具
体
的
に
わ
か
る
点
も
狂
言
資
料
に
よ
る
本
研
究
の
成
果
で
あ
る
と

考
え
る
。

注（
１
）
山
崎
久
之
『
国
語
待
遇
表
現
体
系
の
研
究
　
近
世
編
』（
武
蔵
野
書
院
　
昭
和
三
八

年
）、
蔵
野
嗣
久
「
対
称
の
人
称
代
名
詞
か
ら
み
た
虎
明
本
狂
言
の
こ
と
ば
」（『
安
田

女
子
大
学
紀
要
　
第
一
号
』
昭
和
四
二
年
）、
彦
坂
佳
宣
「
和
泉
流
狂
言
「
天
理
本
」

と
「
小
早
川
本
」
の
待
遇
表
現
の
比
較
考
察
〜
対
称
代
名
詞
を
中
心
と
し
て
〜
」（『
佐

藤
喜
代
治
教
授
退
官
記
念
　
国
語
学
論
集
』
桜
楓
社
　
昭
和
五
一
年
）、
吉
岡
鎮
香

「
鷺
流
狂
言
に
お
け
る
待
遇
表
現
の
研
究
」（『
甲
南
国
文
　
第
四
三
号
』
甲
南
女
子
大

学
国
文
学
会
　
平
成
八
年
）、
小
林
賢
次
「
大
蔵
虎
光
狂
言
集
の
本
文
の
異
同
に
つ
い

て
―
待
遇
表
現
に
関
し
て
―
」（『
近
代
語
研
究
　
一
〇
集
』
平
成
一
一
年
）
な
ど
。

（
２
）
小
島
俊
夫
氏
は
二
人
称
代
名
詞
を
対
象
と
す
る
理
由
に
つ
い
て
「
対
称
代
名
詞
に
よ

る
主
述
対
応
の
諸
形
式
の
体
系
化
は
、
自
称
・
他
称
代
名
詞
に
よ
る
そ
れ
よ
り
も
、

社
会
習
慣
と
し
て
の
〈
段
階
を
ふ
ま
え
た
幾
つ
か
の
「
か
た
ち
」〉
の
多
様
性
と
拘
束

性
に
お
い
て
、
い
ち
じ
る
し
い
。」
か
ら
で
あ
る
と
し
て
い
る
。（「
虎
明
本
狂
言
集
の

敬
語
体
系
―
対
称
代
名
詞
の
構
成
す
る
主
述
対
応
―
」『
中
田
祝
夫
博
士
功
績
記
念

国
語
学
論
集
』
勉
誠
社
　
昭
和
五
四
年
）。

（
３
）
山
崎
久
之
氏
は
一
人
称
代
名
詞
に
つ
い
て
「
待
遇
価
値
の
異
な
る
、
複
雑
な
種
類
の

生
ず
る
原
因
は
、
対
称
に
対
す
る
自
称
の
価
値
判
断
に
あ
る
」
と
し
て
い
る
。（『
国

語
待
遇
表
現
体
系
の
研
究
　
近
世
編
』（
第
四
章
　
自
の
主
体
待
遇
表
現
）
武
蔵
野
書

院
　
昭
和
三
八
年
）。

（
４
）
本
稿
の
テ
キ
ス
ト
は
、
北
原
保
雄
・
小
林
賢
次
著
『
狂
言
六
義
全
注
』（
勉
誠
社
　
平

成
三
年
刊
）
を
使
用
し
た
。
た
だ
し
疑
問
箇
所
は
複
製
本
『
天
理
図
書
館
善
本
叢
書

狂
言
六
義
　
上
・
下
・
抜
書
』（
八
木
書
店
　
昭
和
五
〇
〜
五
一
年
刊
）
で
訂
正
し

た
。
ま
た
、
北
川
忠
彦
他
校
注
『
中
世
の
文
学
天
理
本
狂
言
六
義
　
上
・
下
』（
三
弥

井
書
店
　
平
成
六
・
七
年
刊
）
も
参
考
に
し
た
。

（
５
）「
天
理
図
書
館
蔵
『
狂
言
六
義
』
の
二
人
称
代
名
詞
か
ら
見
た
待
遇
表
現
」（『
国
語

国
文
論
集
　
第
三
五
号
』
安
田
女
子
大
学
日
本
文
学
会
　
平
成
一
七
年
刊
）、「
天
理

図
書
館
蔵
『
狂
言
六
義
』
の
二
人
称
代
名
詞
「
そ
の
は
う
」
に
つ
い
て
」（『
国
語
国

文
論
集
　
第
三
七
号
』
安
田
女
子
大
学
日
本
文
学
会
　
平
成
一
九
年
刊
）、「
天
理
図

書
館
蔵
『
狂
言
六
義
』
の
二
人
称
代
名
詞
「
こ
な
た
」
に
つ
い
て
」（『
安
田
女
子
大

学
大
学
院
文
学
研
究
科
紀
要
　
第
一
二
集
』
平
成
一
九
年
刊
）。

（
６
）
各
用
例
に
は
、
そ
こ
で
取
り
上
げ
る
人
称
代
名
詞
に
二
重
傍
線
を
付
し
太
字
で
示
し

た
。
さ
ら
に
、
必
要
に
応
じ
て
前
後
に
見
ら
れ
る
人
称
代
名
詞
に
一
重
傍
線
を
付
し
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表５

４ ３ ２ １

わ
れ
み
ど
も

わ
れ
ら

みこ
ち

お
れ

こ
な
た

男
女
兼
用
語

そ
れ
が
し

わ
た
く
し

男
性
専
用
語

わ
ら
わ

女
性
専
用
語



た
。
ま
た
、
用
例
末
尾
に
は
（

）
内
に
曲
名
、
テ
キ
ス
ト
の
ペ
ー
ジ
数
（
漢
数
字
）、

行
数
（
囲
み
数
字
）
を
示
し
、﹇

﹈
内
に
「
話
し
手→

聞
き
手
」
の
関
係
を
示
し

た
。

（
７
）
用
例
１
（
二
四
三
頁
五
行
）
の
頭
注
に
よ
る
。

（
８
）
池
田
廣
司
・
北
原
保
雄
『
大
蔵
虎
明
本
　
狂
言
集
の
研
究
　
本
文
篇
　
上
』（
表
現

社
　
昭
和
四
七
年
）
一
五
八
頁
一
六
行
。

（
９
）
土
井
忠
生
訳
『
ロ
ド
リ
ゲ
ス
日
本
大
文
典
』（
三
省
堂
　
一
九
五
五
年
刊
）
二
六
五
頁
。

（
10
）
こ
の
グ
ル
ー
プ
の
中
に
ロ
ド
リ
ゲ
ス
で
は
「
こ
の
は
う
」
が
上
げ
ら
れ
て
い
る
が
、

天
理
本
で
は
こ
の
語
形
が
確
認
で
き
な
い
。
天
理
本
に
見
ら
れ
る
「
此
方
」
は
東
京

都
立
大
学
中
世
語
研
究
会
編
『
狂
言
六
義
総
索
引
』（
勉
誠
出
版
　
平
成
一
七
年
刊
）

に
従
い
、「
こ
な
た
」
の
用
例
と
し
て
扱
っ
た
。
謡
で
の
使
用
例
は
「
こ
な
た
」
で
あ

る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
が
、
そ
の
他
の
用
例
に
つ
い
て
は
「
こ
の
は
う
」
で
あ
る

可
能
性
も
あ
る
の
で
今
後
の
検
討
が
必
要
で
あ
る
。

(

追
記
　
本
稿
は
蔵
野
嗣
久
先
生
、
沼
本
克
明
先
生
の
御
指
導
の
下
に
成
っ
た
も
の
で

あ
る
。
記
し
て
学
恩
に
謝
す
る
次
第
で
あ
る
。)

―
は
や
し
・
ひ
ろ
こ
、
安
田
女
子
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
博
士
課
程
後
期
在
学
―
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